
〔センターの基本事項〕

〔センターの運営方針・指針等〕

〔センターの拠点整備〕

〔ボランティアセンター運営委員会〕 〔ボランティア連絡協議会〕

〔財源〕
― ―
― ○
― ○
― ―
― ―

工夫点

課題点 ― 課題点
グループの減少と人口の減少。
「頼まれれば」という姿勢が強い。自発的に必要
なことを考え先駆的に取り組む体力がない。

―

協議会構成
グループの会長が集まり、定期的に代議委員
会を開催。
現在、代議委員会は６名。

工夫点
連絡協議会主催で毎年１回、ふれあい教室を
開催。交流と情報交換、新規登録者の勧誘を
目的としている。

活動場所の提供

フリースペースの設置

資機材等の貸出

福祉体験器具等の貸出

規 約 有

―

登録グループの専用ポスト
の設置

情報掲示板・チラシ提供ス
ペースの設置

名称 ―

―

名称 望月ボランティア連絡協議会

組織の有無 有

―

無

―

規 約組織の有無 無

そ の 他

人
件
費

事
業
費

独 自 財 源

事業への関わり

委託料・補助金
民 間 助 成 金

―

―

○

― ―
―

嘱託

情 報 誌
社協広報誌「ぴーぷる」に掲載
年6回発行

そ の 他

独 自 財 源
共 同 募 金
委託料・補助金
民 間 助 成 金

土日祝日を除く

共 同 募 金

点字器、車いす（１台）、テント、CDプレイヤー

―

○

来 所 者 数 ―

委員構成

平成初期に設立。当初は視覚障害者のために広報の吹
き込みテープを作成したり、福祉施設で活動したり、
していたとのこと。毎年１回ボランティア育成講座を
開催し、１グループずつ立ち上げをしてきた。

Ｈ Ｐ ア ド レ ス ―
正規

職 員 数
臨時 ― その他

開 所 日 と 時 間
平　日 8:30～17:15

市役所望月支所４階にボランティア室を設けている。鍵の管理は社協事務局。
無料。セルフサービス又は持ち込みで茶話会ができるようになっている。

電 子 メ ー ル mochiduki@sakusi-shakyo.or.jp

所 在 地

0267-51-1520 0267-51-1516電 話 Ｆ Ａ Ｘ

〒384-2202
佐久市望月263

≪佐久市≫ 佐久市望月地域ボランティアセンター 



〔業務及び事業について〕

○ ○
○

―

○

―
○
―

― ―

○ ―

―

―

○

―

その他の事業

軽易な介護支援、育児支援を有償でおこなっ
ている。（１H＝600円程度）

独居高齢者等にボランティアが調理したお弁当を民
生委員さんに安否確認をしながら配達してもらう。
利用者は100円負担。安否確認が必要な独居高齢
者、高齢者世帯、障害者。

ファミリーサポート
「ほっとほっと」事業

―

絵手紙ボランティアが描いた絵手紙を郵便局員さん
にお一人お一人声がけをしながら配達してもらう。
（記録簿も付けてもらう）
対象者：独居高齢者であり、希望された方

安心コール事業 共

独お元気レター事業 共 いきいきサロン事業

閉じこもりや介護予防、地域の支え合いなど
を目的に開催。運営はボランティア、自治
区、民生委員などに依頼し、一人一回50円の
助成金を出している。

ボランティアさんに有線または電話で安否確
認をしてもらう。
対象者：独居高齢者であり、希望された方

高齢者等給食サービス 委

小 学 校 1校 中 学 校 1校

―
総 額 90,000円

―

―

―

ボランティア広報誌・情報誌の発行

広報・啓発
―

―

一般対象 ―

ふれあい祭り等の開催 ―

相互交流・ネットワークづくり
ボランティアの集い ―

地域の福祉団体、学校、支部社協が実行委員組織を
くんで当日までに３回ほど会議をもっている。
ふれあいステージや収集活動を通して老若男女問わ
ず参加し、交流できることを目的に開催。

ホームページの運営 ―

―

―

未経験者向け ―

活動者向け ―

約30,000円

1校 そ の 他 ―

高校生対象

教員・学校関係者対象

―

高等学校

福祉教育協力校への助成事業

―

夏休みに実施。企画：社協
ボランティアやいきいきサロンの高齢者との交流や、作業所でメンバーと一緒
に過ごし、障害者理解を深めるなど、カリキュラムを少しずつ変えて実施。講
師もなるべく地域の方にお願いしている。
講師：視覚障害者、手話通訳、聴覚障害者等

ボランティア講座

―

―

大学・短大・専門学校生対象

ボランティア保険加入事務
ボランティア・ＮＰＯへの助成
各種情報提供

１校あたり

福祉教育・ボランティア学習ボランティア活動支援
―

―

―

小中学生対象 ―

―

相談・コーディネート



〔事業計画・センター運営等について〕

○他市町村社協ボランティアセンターについて
　センター運営や事業実施に関して、他市町村社協ＶＣに聞いてみたいことや知りたいことなど

○ＶＣ見取り図

《強み》

― ―

○センターの強みと弱みについて

連携・協働先 連携・協働内容

― ―

― ―

○事業計画について
　毎年度の事業計画について、どのように計画を立案して
　いますか？

○センターにおける中長期計画について
　独自の中長期計画・アクションプラン等を作成していま
　すか？

―

《弱み》

―

―

―

○連携するＮＰＯや関係機関について
　ＶＣの事業・運営において連携・協働しているＮＰＯや関係機関等はありますか？

○アドバイザー等について
　センターの運営や事業実施に関して、アドバイザー等の
　助言者はいますか？

○社協ＶＣ以外の中間支援機関について
　社協が運営するＶＣとは別に、他団体が運営する中間支
　援機関が地域内にありますか？



ボランティアセンターの重点事業について 

事業名 いきいきサロン事業 

目的 
高齢者の介護予防、閉じこもり予防、地域でのささえあい活動の一環として望月地

区内では 30箇所で開催。 

開催頻度 概ね月に１回 

内容 

サロンの世話人が参加者と相談して内容をきめている。市の保健師、歯科衛生士、

栄養士なども依頼があれば出向いてくれている。地域により、手づくなや昼食会な

ど特色のある活動を取り入れている。 

対象者 概ね 60歳以上 

企画のポイント 

事業成果 

ボランティア育成 

関係機関と連携により、高齢者の実態を把握して予防につなげている。 

参加者の声や 

その後の動き 

など 

月に一度出かける機会を楽しみにしている 

事業の様子 

事業の様子の写真等を 

添付してください 

事業の様子の写真等を 

添付してください 

 


